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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　　　言

　　毛薬は本邦南部に騰1ノ・松村氏（1902）はこれを黒桑（Jft♪ru，s　71is／rαL．）と艦定されたが，牧野

　民（．L905）は北米騰の赤桑の一変種として・？llb7・zc，s　7・ttbr（t，　var，絢）‘漉eαMAI〈SNOと命名し，後更に

　　（：19V9）ケグワ（M，brzt，ts　t’i，1’irtefvl？la）と改名されたものである。

　　小泉氏（L917）は桑腱の分類に於て，この毛桑を第二区無花柱類（Macromorus），第三亜区柱

　頭有飛類くPubescentes；に入れている。

　　添種は薬属（燃），・1‘S）rliでも楮属（h’ro’醐脚6吻に，最も近い形態を示している。

　　著潜は桑科植物の細且色学的研究に従慕して，この特徴ある本種の細胞単向勺研究を行い，その染色休

　数を決定したので，こ壇ご報告する。

　　織文聯2・，畑日糠糸単会に於て報凱たものを主休として鷲め蝿ので、大汎麟の

il：眠噸糸戦関東支部第一巨！障術講償会に於て，2倍性桑と6倍性桑との雑種の細胞学的研究を報

　告し，i轡看の報告した染色休数を確認しているo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵験材料並に研究方法

　　毛桑の特徴は漿の全面殊に嚢面に顯著な弔茸を密生し，葉栖の上圃に細溝がないこと等で，楮又ば

　孝薄にイ以た灌ミカ：多し・o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛

　　樹幹は直立性・樹皮は次色にして葉序は1／2で飾毎に左右に畑曲し，i新梢には粗毛を密生する。皮

　国は長階「i］形又は円形にしてやX隆趨している。葉は膜質又は箪欺膜質にして，その形態は卵形叉は

　3～5裂し，葉先は鈍頭，葉繰は琴し頭鋸歯叉は歯牙状鋸歯である．冬芽は黄褐色を帯び長三角形でゃ

　X肥厚し，その先端は枝條から離れて直立している。

　　雌雄異株らしく当学剖1に栽植してあるものは雄株である。雄花は比較的疎に着生して居り，雄花穗

．の長さは3．5～6．Ocm，凹柱形1こして下垂し，花糸は非常に弾力性に窟んでいる。

　　本単部の毛桑は昭和9～ユ2年頃，現芒Eの見本桑園に植付けられたもので根刈仕立であったが6年前

　より立通仕立となしたo

　　根端はナワシン液にて蹴時間固定し，80％アルコールに賠えたものをパラフィンにて封じ，12～15

．μの切片となし，ハイデンハインの鉄明馨ヘマトキシリン法により染色して鏡倹した。

　　花粉母細胞の醸髄ルノア液で4～5時間行い，後91％アルコールに貯えたものをアセトかミ

　㌣にて染色，なすりつけ慷本を作製して鏡倹した。

　＊信州大学繊維学部栽桑学研究圭室



14　　　　　　　　　　　　　　　信州大挙繊維学部研究繍身　第2普

　　　　　　　　　　　　　　　　　観　　察　　結層果

（1）体i綱胞分裂
　静止核の形態は球形で，核分裂が始誘1ると網状体が解休してリニンほ部分1｛i勺に集結して細擬い紐朕

体となり，逐次染色性を糟して来るoこの細伏休はやがて縦裂し，更に益々肥厘短縮して染撫休の形

態を示す様になり，染色体は核膜に溜つて存准する（第1図）e

　　　　　　　　　　　　　　　仁は通常1核に1個または別1耐存住し，球形より漸次不説則旧．小

　　　　　　　　　　　　　　　形となるような像も観察され，i次で中期に入り核膜，仁が漕失し

　　　　　熱ト鎌鞍灘　　髭纏s

　　　　　　　　tSt’＿　　更獣小不剛。して，ブ、沢氏　　”““細♂

第i園毛桑の根端llii胞に方鰯る　（1916）のM染臨休らしぎ大形

　　　　核分裂の餉期。×約2500．　のものは明でないo

　　　　　　　　　　　　　　　　後期には各染色体が縦裂して；

鯨菜巌欝驚罐瀟欝禽鍍灘警鰹獣・　＼一
れてこ・に二つ噺しい娘核が完成し，ひきv・　X’いて綱猷の形廊・第2図繰剛匙欄瑠｝脈鯉

始まり麟田胞を二分して㈱包を完謝・・　　　　犠黙繍1観゜

②　花粉母細胞の成勲分裂

　静止核が分裂行動に入ると，網目撒のリ‘ンは長い繊細な染色糸となり，相同の染臨糸は楼近．所

kで接合して，染色小粒が観察出来る（第3図）o

　　　　　　　－．1．一．一一．　　　　　　　　それより染色糸は漸次短縮肥彫する。次に染色休は轡し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓢響感　　綬職璽，，騨拶

第3図　毛桑の花粉母細胞に於［・tる成熟分裂　ながら紡錘糸が

　　　齢期・×約25°°・　　　剛郵・剰・し’て第姻．唖の花㈹醜，。鄭る蝋

いるのが観察されるo側面から観ると染色体は赤道板の中　　　　　分裂移鋤期×約2500・



、　　　　co・加科植伽細騨的イ靴（v）毛桑の染鰍蹴いて　　　　15

速に一直線上に排列している（第5図）o

　・　　　／　　　　　　　　　　　　　　　／｝へ、＼．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　．．．．．．．一．一一ノ　　　　　　　　　　ー＼＿ン／

・第5痩T灘撚欝色佑第　第・図伽花糊…於け礎騨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一分裂中期桶颪規。n　・＃42ir，×約2う00．

第6図em花粉母細胞の舞‘…分裂・醐獅獺で，明に42の染色休が数えられる。即ち通常4翫を形成

するが，時々弱く接合した四価染色体を観察することがある。その接合歌態は次に示す如くである

（第ユ表）。

　　第t農毛桑の花粉母細胞に於：ナる第一　　　　　第一分裂後期に蚕り二価染色1秘ま紡錘糸の附着

．＿＿盆鰻遡蟹難＿。＿＿。。点から除・紛札二分鰯匡に鱗して礪に引
．豊盤齢⊥鮎至遂上三塑逮一・f…2zて行く・筋分鍬期に鯛塁した二燃鰍

　　　η211　　　　　　74　　　－’一ヲ4腸…　は，極に蕃U達すると再び細い縣状熊にかえり，周

　　401r＋1iV　　　　26　　　　　26　　囲に核膜を形成し仁も幽i現する。それより中聞期

　　　財　　　　　　　Ipo　　　　　lOO　　　を経て第二分裂前期に入り，娘i染色体は細い糸状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休から再び短縮肥厚し始め二分染色休となつてい

る。次で第二分裂申期に翼り核膜，仁等が溝失して紡錐体が出現し，染色体は赤電板に並ぶ（第7

　　　　　　　　　　　　　　　　　図）。次に第二分裂後期に入り二分染色休は縦に分れて一分

　　　　　　　　　　　　　　　　　染色徽なり　．．，＿一…・・一く“’”

　　　　　　　　　　㊥　　それぞれ騰　　／ワ　／

卸図毛桑峨粉鞠胞に於ける染色り，概裂の　　　　s’一一ンを
　　　　　騨二分裂中鞭醐×約2’°°・細、共蜘　　　　　 ／　　　’
胞分裂を行い・一母細胞から一一単に四分胞子が形成され　郷図毛桑・花欄細胞に細る齢胞

る（第8図）9　　　　　　　　　　　　　　　　子．×約2500．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，！て交雑の成功歩合は比較的露綜く，弔桑の形　　　　　　　　　　　　　　．、，ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆」ド
態が灘として現われている鋤の幼翫　　 ”，

D，＿－e．－f”“〆

得た。9の媚の根端細｝泡の染色体数鳳予・1

期した如く2・噸蝉えることが葺1来たか　第9図囎綱（一獺粍藥・轍端欄駅鵬染
ら，これ醐に四儲三のF腔ある第9図）。　　　也雰，F醐撚観・21・－5敵約250α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　　　　要　　　　　　　　　　　1

　著者は桑科（∬lbract（］c（e），桑属（n．fi）rles）の毛桑（］fortcti　tttliae！oZiαMAI〈INO）の細胞単的研究

に従窮し，その染色休数を次の如く決定した⊃その牛数染色休魏叡n瓢42，体糸剛包では2n＝8Uであるo

桑属の染色休基本i敬を工4とすれば明に六借沐である。細胞分裂は規則疋しく行われている。

　花粉母細胞に於ける染色休の棲創伏態は：価が多く，時々四イdil　t、．，’見ることがあるがその数は少い。

樹ノ目倍交雑（2fv×6‘n）に於て育成した幼茜は外観上電桑の形態を禺現し，その体細胞に於ける染曲

体数は予期した如く2n麟56を数えることが禺来たo

　　　　欄筆するに当り懇篤なる指導と校閲を賜つた京都大学教授西山’博k並1ご援助と校閲の労をとられた
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　The　author　made　a　cyto1〔顧cal　f；i：しidy　of∬勧・廟〃！繍ぞ∫（♪翫MAKINO．　In　most　cases　42

bi＞al・1・’七and　s・m・tim・s　l　t・・t・av，nlent　antt　tt“t）bival・・xヒchr。m・s。mes　w・r。　c1。arly・。unt・d

at　the　1・一・metaphase　of　PMC　and　th（｝ir　m（｝iotic　bdla▽iぐ）r　was　quitQ　norma1，　The　n緑mber　of

chr・m。s。mes　o±：the　l⊃1ant　was　asc◎rtained　by　further　ol）sc》rvations　of　the　mit。sis　in　its　r。。t．

tip　cells・sh・win鍔8三圭chr・m・s。m。s．　If賛・e　basic　number　is　14，　it　is’・cle・arly　hexap1。id．

　The　cross　bet’ween掘）rt‘8ゐoη吻ノ翻（Mizusawa（2．v））or　n・f，　albtL（lchinose（2’の）or瓦〃1，（）tL

（KeisO（2．齢））and刀駕ゼ泥喝’‘）～ia，（6，～，）was　r◎adily　made　afnd　some　seedlingsi　were　growエユ

froエn　the　obtained　seeds．

　Their　chromosome　number　was　cot　nted　to　be　56（勲，）in　the　root・tip　cells　as　was　expectod，

〔LaboratQry　of　Mulberry　Tree　Growing，　tlle　Factilty　of　T壱x．　tile　and

　　　　　　　　　Sericultu：　e，　Shins1ユh　Univer＄ity，　Ueda，　Japan．）
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